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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(21) 担い手訪問担当者とのメイン強化先への同行訪問、農機具メーカーへの定期的

訪問 

ＪＡ三重中央（三重県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 27年 4月） 

 

1 動機 

（経緯） 

担い手農業者を対象にした訪問活動の際に営農担当者との同行訪問を行

い、農業資金需要等の把握すると同時に、生産力向上の為の必要資金のア

ドバイス等も行い組合員の信頼を高めることを通じ、必要とされる農協で

あり続けることを目的としています。 

 

2 概要 月 1 回開催される営農指導者会議へ参加、農家の情報共有し、営農担当者

と同行訪問を行い、訪問先（組合員）の信頼を得る様、地道な訪問活動を

行っています。 

 

3 成果 

（効果） 

地道な訪問活動により、組合員や農機具メーカーの信頼も得られてきたた

め随時農業融資の相談が来る様になりました。 

 

4 今後の予

定（課題） 

地道な訪問活動を継続していく為にも、人材育成が必須と思います。 

色々な部署との連携していく上でも、農業融資プランナー等の専門的な知

識を持った人材を増やし、農業者の経営支援を出来るようにしていきます。 
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